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理 念 ： 私たちは地域社会に信頼され、 質の高い医療を提供します。

患者さんの権利基 本 方 針

どうぞ、ご自由にお持ち帰りください。
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ライフ

一、急性期病院として地域医療機関との

連携を積極的に推進します。

一、良質の医療サービスを提供します。

一、目標達成のため自己研鑽につとめます。

1. 平等で適切な医療を受けること

2. 尊厳が守られること

3. 医療に関する説明や情報の提供を受けること

4. プライバシーが守られること

5. 自らの意思で医療を選択すること

地域医療支援病院の運営におきましては、平素

より皆様のご支援ご協力に感謝し、御礼を申し上

げます。

さて、地方の医師不足は深刻な状況で、当院で

も診療科によっては常勤医師確保が困難となり、

より一層「私たちの医療圏を皆で支える」という

姿勢が必要です。

このような状況の解決策の一つとして、開放型

病床の利用があります。これは、診療所の先生が

当院の施設・設備・スタッフを利用して、入院中

も主治医として診療するシステムです。有効に利

用されれば、地域医療連携推進の強力な原動力と

なりますが、現状では十分に認知されているとは

言えず、引き続き利用促進に向けての努力や工夫

をしてまいります。

また、当院では、「地域連携推進プロジェク

ト」を立ち上げ、これからの地域医療連携に向け

ての取り組みを行っています。このプロジェクト

の目標は、患者さんの紹介率・逆紹介率をアップ

させ、強固な地域連携を構築することです。プロ

ジェクトでは、「分析」、「地域連携（地連）パ

ス」、「広報」の３つのチームが実際に活動を開

佐々木 敏 行

地域連携推進プロジェクト

済生会山口総合病院

代表

始しています。

「分析」は、各医療機関の特性やニーズを把

握・分析することにより、適切な広報活動や、

「顔の見える連携」を目指した訪問活動などにつ

なげていくことを目的としています。

「地連パス」は、各医療機関と当院とで共同し

て患者さんを診療していくためのツールであり、

患者さんの診療状況を一貫した流れとして把握で

きます。患者さん側、医療機関側の双方に大きな

メリットがあり、地域連携をより緊密なものにす

ることに役立ちます。

「広報」は、院内外に向けての情報の発信を行

います。将来的には、インターネットを媒体とす

る情報発信や医療機関への訪問活動なども視野に

入れていますが、先ずはこの「Life」誌の発行か

ら手がけています。

いずれも現在進行形の「プロジェクト」です

が、当院のこれからの地域連携への取り組みに期

待していただき、今後ともご理解・ご協力をお願

いいたします。

地域連携推進プロジェクトのメンバー

（院長補佐）
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医療機関の先生方へ

○水曜日のみ午後受付あり 午後3時～4時(新患・再来)栄 養 科

放 射 線 科

地域連携室

放射線科の診療は完全予約制となっております。

放射線科検査についてのご相談は
放射線科 中村 洋 医師まで 083-901-6551

CT・MR・Rlは直接ご予約できます。

予約受付CT予約 083-901-6149
MR予約 083-901-6151
Rl予約 083-901-6154

月曜日～金曜日
午前８時30分～午後６時

(※心筋シンチについては内科:循環器科にご紹介ください。)

糖尿病、高脂血症、減塩等の栄養指導をお受けいたします。

個人指導・糖尿病教室 TEL 083-901-6177 FAX 083-921-0714 詳しくは栄養科へお問い合わせください。

「Life～ライフ～」 ・ その他病院に関す

るご意見・ご要望等は、病院内に設置し

ております 「ご意見箱」 にご投函いただ

くか、または病院宛にご郵送等にてお願

いいたします。

予約受付
(月曜日～金曜日 午前8時30分～午後6時)

TEL083-901-6187 FAX083-928-3357
E-mail:renkei@yamaguchi.saiseikai.or.jp 担当 河嶋 裕子

患者さんのご紹介予約は、FAXにてお受けしております。詳しくは地域連携室へお問い合わ
せいただくか病院ホームページをご覧ください。

* 印は非常勤医師

平成25年２月２８日現在

済生会山口総合病院 外来医師担当表
●各科外来の受付時間は 午前8時30分～11時

診療開始時間は 午前9時～(曜日等により異なる場合あり)
急患の場合はこの限りではありません。

●都合により代診・休診とさせていただく場合があります
のでご了承ください。

毎週火曜日 上杉尚正 医師の診察となります。【専門外来】○乳 腺 外 来 午前10時～午前11時

糖 尿 病 科

腎臓科

循環

器科

診療科名

内 科
083-901-6102

２診外 科
083-901-6107

小 児 科
083-901-6106

耳鼻咽喉科
083-901-6124

脳神経外科
083-901-6109

整 形 外 科
083-901-6108

産 婦 人 科
083-901-6122

眼 科
083-901-6123

泌 尿 器 科
083-901-6120

１診

１診

１診

２診

１診

２診

１診

１診

１診

１診

初診

再診

○第3・4月曜日 ＊古元礼子医師の診察となります。

○火曜日のみ午前9時30分～診療開始
非常勤医師による診察となります。

消化器科

血液内分泌

【専門外来】

【受付時間】

午前8時30分～
11時30分

【乳児検診・予防接種】

水曜日･金曜日 午前10時～11時

○リウマチ科 久保 誠医師の診察となります。
毎週金曜日 完全予約制

○神経内科 古賀 道明医師の診察となります。
毎週水曜日 完全予約制

＊＊

月 火 水 木 金

藤 井 英 雄
(循環器・腎臓科)

小 野 史 朗
(循環器科)

小 野 史 朗
(循環器科)

藤 井 英 雄
(循環器・腎臓科)

渋 谷 正 樹
(循環器・腎臓科)

末 冨 建
(循環器科)

塩 見 浩太郎
(循環器科)

塩 見 浩太郎
(循環器科)

末 冨 建
(循環器科)

赤 川 英 三
(循環器科)

今 井 剛
(腎臓科)

藤 田 直 紀
(血液内分泌・糖尿病科)

村 木 和 彦
(血液内分泌・糖尿病科)

原 田 稔 也
(消化器科)

佐々木 敏 行
(消化器科 胆膵)

花 田 浩
(消化器科 肝臓)

佐々木 敏 行
(消化器科 胆膵)

國 近 英 樹
(循環器科)

髙 橋 剛
(消化器・一般)

郷 良 秀 典
(心血管・呼吸器)

神 保 充 孝
(呼吸器・一般)

斎 藤 聰
(血管・一般)

髙 橋 剛
(消化器・一般)

樽 本 俊 介

豊 田 英 樹 豊 田 英 樹 豊 田 英 樹

樽 本 俊 介 樽 本 俊 介 樽 本 俊 介

加 藤 祥 一 湧 田 幸 雄
湧 田 幸 雄

前 田 佳 彦 北 原 哲 博

三 原 修 三

岸 本 哲 朗

山 田 隆 弘

城 甲 啓 治 大 場 一 生

古 谷 信 三 山口大学より

加 藤 祥 一 北 原 哲 博

前 田 佳 彦

大 野 晃 靖

古 谷 信 三 古 谷 信 三古 谷 信 三

山 田 隆 弘 山 田 隆 弘 山 田 隆 弘 山 田 隆 弘

城 甲 啓 治 大 場 一 生 大 場 一 生

随 時

手術日

藤 井 英 雄
(循環器・腎臓科)

藤 井 英 雄
(循環器・腎臓科)

渋 谷 正 樹
(循環器・腎臓科)

村 木 和 彦
(血液内分泌・糖尿病科)

今 井 剛
(腎臓科)

白 石 龍
(消化器科)

藤 田 直 紀
(血液内分泌・糖尿病科)

國 近 英 樹
(循環器科)

渋 谷 正 樹
(循環器・腎臓科)

岸 本 哲 朗
(脊椎・人工関節)

(肩関節・外傷)

三 原 修 三

大 野 晃 靖
(手足の外科･末梢神経･外傷)

赤 川 英 三
(循環器科)

岡 﨑 嘉 一
(一般・血管)

小 林 俊 郎
(心血管・一般)

注）神経内科・リウマチ科については、紹介予約枠が限られています。ご確認ください。

＊

＊

＊

＊

＊

※完全紹介予約制
手 術 日

○水曜日のみ午後受付あり 午後3時～4時(新患・再来)

井 上 裕 文
(脊椎・外傷)

井 上 裕 文

○不妊外来(火)午前のみ ○妊婦健診(月)午後1時～午後3時30分 要予約

毎週水曜日 斎藤 聰 医師の診察となります。○下肢静脈瘤外来 午前8時30分～午前11時

休 診 休 診＊ ＊休 診 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

※ 完 全 予 約 制

＊ 非 常 勤 医 師

※初診は完全紹介制
※三原・井上・大野が

順番で診察

休 診休 診

毎週金曜日 髙橋 剛 医師の診察となります。午後２時～午後３時

＊ 非 常 勤 医 師休 診

豊 田 英 樹

皮 膚 科
083-901-6110

※初診は完全紹介制
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コーナー

西３階病棟は循環器内科と腎臓内科の病棟で

す。循環器内科は急性心筋梗塞や心不全など、救

急患者さんを多く受け入れており、心臓カテーテ

ル治療を年間200症例以上行っています。カテー

テル検査・治療の業務も当部署で行っており、

入院から退院まで一貫した業務を担当しています。腎臓内科は、腎炎の診断・治療、透析導入の

担当部署でもあり、食事・生活指導に力を入れています。

命に関わる疾患も多く、ケアのスキルアップや安全対策に積極的に取り組み、スタッフは医

師・看護師をはじめ薬剤師・栄養士・リハビリスタッフとも協働し、質の高い医療の提供に努め

ています。また、入院期間は平均13日と短い中、退院後に安心して生活が出来るよう退院支援に

も力を入れています。

No. に し さ ん か い び ょ う と う

メタボリックシンドローム予防や内臓脂肪と深い関係がある血液検査項目（中性脂肪、ＨＤ

Ｌコレステロール、ＬＤＬコレステロール）をご紹介します。

中性脂肪は、トリグリセライド とも呼ばれます。体を動かすときの

エネルギーとして消費されます。糖分や飲酒などによって摂取した

余分なエネルギーが、肝臓で中性脂肪に変化し、脂肪細胞に蓄えら

れてます。中性脂肪は、食べ過ぎや運動不足が原因で増加し、動脈

硬化を起こす可能性があります。

ＨＤＬコレステロールは、『善玉コレステロール』 とも呼ばれ、血管

内壁に蓄積したコレステロールを肝臓に運ぶことで、動脈硬化を予防する役割を果たします。

つまり、ＨＤＬコレステロールが少ないと動脈硬化が進行しやすくなります。

ＬＤＬコレステロールは、『悪玉コレステロール』 とも呼ばれ、血液の中の脂質であるコレステ

ロールの一種です。血液中のＬＤＬコレステロールの量が過剰になると、血管内壁に蓄積し、

動脈硬化を進行させ、最悪の場合は血管を塞いで血液の流れを遮断し、心筋梗塞

や脳梗塞などの原因となる可能があります。

これらの血中の脂質検査で測定される検査項目は、その測定値が異常値だと

しても自覚症状には現れません。検査値に異常がある方は、早期に生活習慣など

を改善し対策をとることで、動脈硬化の進行の抑制や心筋梗塞・脳梗塞などの発

生を予防することができます。

血中の脂質検査について血中の脂質検査について
検査室より

胃がんの診断と治療におけるわが国の医療レベルは極めて高く、これまで世

界をリードしてきたことは明らかな事実です。本邦での胃がん治療は、施設間

の治療格差をなくすため、胃がんに対する標準的な治療を「胃がん治療ガイド

ライン」として示し、これにのっとり均一レベルの医療が享受できる様になっ

ています。EBM（Evidenced Based Medicineの略で「科学的根拠に基づい

た医療」）にのっとり、医療を行う事が重要とされています。

国内の胃がん患者数は第1位で，死亡者数は肺がんについで第2位です。当科

における胃がんの治療方針も「胃がん治療ガイドライン」に従って決定してい

ます。早期胃がんに対しては体に負担の少ない手術として腹腔鏡手術を積極的

に取り入れて行っています。開腹手術と同様に、リンパ節を含めて胃を切除

し、再建を行います。腹腔鏡手術は傷が小さく従来の開腹手術に比べ手術後の

痛みや癒着が少ない、早期の退院が可能で社会復帰が早いという利点がありま

す。胃がん手術後合併症なく経過すれば2週間程度で退院が可能です。

腹腔鏡手術 はますます増加

の傾向にあり、世界に発信でき

る優れたエビデンス（根拠）が

つくられています。当院では原

則として学会で示されているガ

イドラインを遵守しています。

進行がんに関しては、様々な状

況次第で行うこともあります。

その他、胆嚢摘出術をはじめ良

性疾患に関しても積極的に腹腔

鏡手術を導入しています。ご不

明な点は、外科外来にてお問い

合わせ下さい。 当院での腹腔鏡手術風景


